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「狭山事件第３次再審請求へ


～43年目の決意」


　□狭山事件の再審を求める青森集会□














　　


テレビ朝日


ザ・スクープspecial


「見えない手錠をはずして！


～狭山事件４２年ぶりの真実～」


キャスター：鳥越俊太郎、長野智子


☆講演


ルポライター　鎌田慧氏


☆冤罪被害者石川一雄さんと


早智子さんからのアピール


※会場からのご質問にお答えします


☆庭山英雄弁護士、鎌田慧さん


ほか市民団体など連帯アピール





�　イラスト　石坂啓





43年無実を叫びつづけている人がいます。石川一雄さん（67歳）です。1963年５月1日に埼玉県狭山市で起きたいわゆる狭山事件（女子高校生殺害事件）で犯人とされた石川さんは、無実を訴え続け、再審（裁判のやり直し）を求めています。石川さんは31年7ヶ月もの獄中生活を余儀なくされ、仮出獄しましたが、「わたしの手にはいまも『見えない手錠』がかかっている」と、一日も早い裁判やりなおしをいまも求めています。


あまりに長い冤罪です。昨年、最高裁は事実調べもおこなわず再審請求を棄却する決定をおこないましたが、石川さんは弁護団とともに今年５月23日に第３次再審請求を東京高裁に申し立てました。


事実調べをおこなっていただけば、石川一雄さんの無実は明らかです。「石川一雄さんの無実を無罪に」。東京高裁が一日もはやく狭山事件の再審をおこなうよう、みなさんのお力をお貸しください。ぜひご参加ください。





日時／


（午後４時～６時）


会場／プラザマリュウ五所川原


（青森県五所川原市雛田181-2）


◆入場無料　　　　TEL：0173－33-5001　





共催：狭山事件を考える青森県住民の会五所川原市職員組合


(お問合せ先)


TEL.0173-53-2074　雲祥寺内　一戸彰晃


TEL.090-2366-5057 奈良健司





11月4日(土)








